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国内外の軍事・防衛を所管する機関等との研究の取扱いについて（通知） 

 

 

 研究の健全性・公正性（研究インテグリティ）を自律的に確保していく中で、開放性、透

明性を尊重するとともに、社会に対する説明責任に係る対応が求められており、研究活動の

状況に応じた適切なマネジメントが必要になっていることを踏まえ、令和４年９月２６日

付け役員会決定「国内外の軍事・防衛を所管する機関等との研究の取扱い」のとおり取り扱

うこととしています。 

 ついては、国内外の軍事・防衛を所管する公的機関からの資金提供（再委託を含む。）を

受けて研究を行う場合の審査手続きに関して、下記のとおり取り扱いますので、適切に対応

いただくよう周知願います。 

 

 

記 

 

（１）事前相談 

 ・軍事・防衛機関との研究（資金提供）に関して、本件担当へメールにてご相談願います。 

 ・以下 a～cに該当する機関等との研究（資金提供）を行う場合は、事前に審査を行いま

す。 

a.国内外の軍事・防衛を所管する公的機関から資金提供を受けて研究を行う場合（受

託・共同研究等） 

   b.国内外の軍事・防衛を所管する公的機関から委託を受けた機関から再委託として

資金提供を受けて研究を行う場合（受託・共同研究、寄附金等） 

   c.国内外の軍事・防衛を所管する公的機関の資金提供プログラム等に応募する場合

（受託研究、助成金等） 

 ・上記の他、資金提供以外の形態による案件や、マルチユース研究の実施等に際しての相

談等がありましたら、本件担当までお問い合わせ願います。 

 



（２）応募・受入前の審査 

 ①審査依頼 

  応募・受入の２か月前までを目安に、「審査用様式」と「研究内容等が分かる書類」「資

金の性質等が分かる書類」を提出願います。 

なお、「審査用様式」（別紙参照）は審査を希望する場合にお送りしますので、本件担当

までお問い合わせ願います。 

 

 ②受入等の可否を審査 

  提出書類をもとに、研究インテグリティ委員会において審査（１か月程度を想定）を行

います。 

 

 ③審査結果通知 

  応募・受入の概ね１か月前までに、研究者に対し、当該研究の実施について、審査結果

等（研究資金受入等の可否、受入時の条件・留意事項等）を通知します。 

 

 ④情報提供 

  研究者の所属部局等の長に対し、審査結果等を情報提供します。 

 

（３）研究実施中の状況確認等 

  実施する場合、実施中の相談対応や、定期的に受入時の条件等への対応状況を確認し、

継続実施に係る審査等を行います。 

 

 

 

 

 

【本件担当】 

研究推進部研究振興企画課研究公正推進室 

研究公正担当 

内線：3085 

E-mail：integrity@research.hokudai.ac.jp 





審査用様式（記載・提出を依頼する事項等）

（１）内容が明白に民生的研究を加速する研究か

（２）研究の自由及び研究成果の公開が確保されているか

あわせて、研究内容等が分かる書類を添付してください。
・研究内容等が分かる書類（例）：応募書類等（研究計画が分かるもの）、契約書（案）等

あわせて、提供を受ける資金の性質等が分かる書類を添付してください。
・資金の性質等が分かる書類（例）：資金提供プログラムの募集要領、契約書（案）等

（３）研究成果から、民生分野以外の用途で想定するものはあるか
※審査の観点ではありませんが、マルチユースを前提として、開発研究の重要性を認識するために伺うものです。

※審査を希望する場合は様式をお送りしますので、研究公正推進室（integrity@research.hokudai.ac.jp）までお問い合わせ願います。




